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当名主体制(新名)ヘ」 ・ 「職の分イヒ」 ・ 「農奴制から隷農制へ」など， 1970年代以降，種々の方面
から疑問が出されてもいる仮説に依拠して立論されている点も 本論文の説得力を弱めるものである。
まして，近年， ï名」が所有や経営の単位でないという意見が強くなっている以上，本論文が分析し
措定した生産様式についての説明には，かなり疑問が残るといわねばなるまい。分析が微細にわたり，
論理的要請による推論も多く含むだけに，なおさらである。論者が試みた，様式の特色を手掛りにし
た分析は，将来別の形で生かされてくることも，十分予想できるから，これは大きな成果とすべきで
はあるが，いまの段階では本論文の論証は，いまひとつ確実性を欠くとしなければならないのでなか
ろうか。
なお，本論文についてさらに若干の不満を述べるならば，本論文は，六角氏守護領国体制を論じた
ものとしては対象の地域がほとんど蒲生郡に限られており 史料も周知のものが主で新しい探究に乏
しいうらみがある。また，本論文はもと各章ごとに別の機会に執筆されたものでありながら，すでに
学界に公表したものは一字一旬も改変すべきでないとする論者のかたい学問的信念から，本論文をま
とめるにあたって，のちに訂正した部分までも，その旨を注記するだけにしてあえて原形をとどめ，
加筆や修正も極力差し控えている。そのため，かなりの部分で論述に重複が生じただけでなく，いま
となっては無用のいい直しゃ釈明までも，含むことになった。さらに論者は，論述の意義を強調する
ために， とかく具体的分析を離れて，確定的な意味を欠く用語や概念を多用し，あえていえば鏡舌を
連ねている。それは，学界の一部で一時期に行なわれた論議に基づくものであり，正当な動機から生
じたものではあるが，論文の最終目的からすればもはや爽雑物である。これらのことは，本論文の成
果に混濁をもたらし その真価を暖昧にするものといわねばならないであろう。
しかし，これらの暇庇にもかかわらず，論者が永年にわたる石璃費によって，六角氏守護領国の最も
基本的な特質を，在地の社会構造の分析を通じて解明した学問的寄与は，すでに明瞭で、ある。本研究
科委員会は，本論文に示された成果を，文学博士の学位を授与するに価するものと，判定するもので
ある。
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